
平成23年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

２．指標設定

1,6100 0計 02,199 1,610

財源内訳
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臨／経 事　業　名

1,610

その他
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国・県支出金
評価

1,610経常 中学校国際交流事業 3
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事業内容（主な経費等）
一般

項 目

目
的

　○中学校国際交流事業・・・国際交流事業で市内募集した生徒により、韓国中学生と、その保護者との交流

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 国際交流事業にて市内中学生が韓国を訪問・・・韓国プサン広域市機張郡長安中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  児童生徒参加22人　引率7人
　
　　≪説　明≫
　　　参加者・・・中学校3年生　清川1名、大野5名、三重10名、朝地3名、緖方3名　計22人
　　　交流内容・・・ホームステイ、交流事業等
　　　参加者負担金については、韓国からの参加者の負担金　27名分(135,000円)。

将来を担う中学生に社会性・国際性の涵養を目的として国際交流を行う
対
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生徒参加22人
引率7人



３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２１～Ｈ２３（決算額）、Ｈ２４（予算現額） ６．H25年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

幅広く参加ができるよう有効な手段を検討すること

 ⑤ 事業の
　  有効性
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活動指標の分析 2

継続

事業の方向性 評価内容

参加生徒は事業年度以降も訪問先
家庭と交流活動を独自で実施してお
り効果がある

成果指標の判断 3

民間によるサービスの供給は可能で
あるが保護者の経済的負担考慮しな
ければならない

将来の豊後大野市を担う中学生に国
際性を身につけさせるためにも必要
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 ④ 手段の
　  妥当性

国際交流担当部署や他課での事業
実施を含め検討が必要

分析
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着眼点
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 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認
参加生徒を公募しているが必ずしも
公平とは一概に言えない

必要性の再確認

責任領域の精査
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　  必要性
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 ② 行政の
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